
枝
問
支
部
第
二
三
回
例
会
(
幻
・

1
・
日
)

「
愛
国
心
」

概
念
の
転
換
に
向
け
て

明
治
憲
法
体
制
下
の
教
育
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た

「
愛
国
心
」
概
念
の
払
拭
|

立

花

希

リ
ベ
ラ
ル
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
何
ら
か
の

一
政
党
に
対
す
る
向
調
者
を
意

味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
単
に
、
個
人
の
自
由
に
価
値
を
お
き
、
あ
ら
ゆ

る
形
態
の
権
力
や
権
威
に
内
在
す
る
危
険
性
に
気
づ
い
て
い
る
人
を
意
味
し

て
い
る
。

ポ
パ
|
、

『
推
測
と
反
駁
』
、
序
文

問

題

提

起

二
O
O六
年
十
二
月
、
教
育
基
本
法
が
変
更
さ
れ
、

「
我
が
国
と
郷
土
を

愛
す
る
し
と
い
う
文
言
が
盛
り
込
ま
れ
て
施
行
さ
れ
た
。
法
律
に
記
さ
れ
る

以
前
に
は
、

「愛
国
心
」
な
ど
は
あ
ま
り
重
要
な
論
点
で
は
な
く
、
個
々
人

が
自
分
な
り
に
漠
然
と
感
じ
る
(
あ
る
い
は
感
じ
な
い
)
だ
け
で
問
題
は
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
法
律
に
記
載
さ
れ
た
以
上
、
何
ら
か
の
強
制
が
生
じ

る
懸
念
が
あ
る
。
戦
前
に
実
際
に
行
わ
れ
た
よ
う
に
、
政
治
権
力
者
の
考
え

る
「
愛
国
心
」
の
回
押
し
付
け
が
、
通
常
の
公
教
育
を
通
し
て
行
わ
れ
る
可
能

性
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

「愛
国
心
」
概
念
を
個
身
人
が
熟
慮

し
、
権
力
に
対
し
て
抵
抗
で
き
る
よ
う
な
自
分
な
り
の
見
解
を
も
っ
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

戦
前
の
「
愛
国
心
」
概
念

戦
前
に
お
け
る
政
治
上
の
最
優
先
事
項
は
、
「
国
体
護
持
」

で
あ

っ
た
。

国
体

(
国
の
統
治
形
態
)
に
関
す
る
議
論
は
、
西
洋
に
お
い

て
は、

プ
ラ
ト

ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
遡
る
。
古
代
ア
テ
ネ
に
お
い
て
は
、
ペ
リ
ク
レ
ス

の
時
代
に
民
主
制
が
開
花
す
る
が
、

ぺ
リ
ク
レ
ス
の
黄
金
時
代
を
知
ら
な
い

世
代
に
属
す
る
プ
ラ
ト
ン
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
は
民
主
主
義
者
で
は
な
か
っ

た
。
近
代
以
前
の
哲
学
の
世
界
で
は
、

プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
影

響
の
た
め
か
、
民
主
制
よ
り
、
王
制
、
哲
人
政
治
、
貴
族
制
が
評
価
さ
れ
て

き
た
経
緯
が
あ
る
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
崩
壊
後
、
民
主
制
は
ほ
ぼ
死
滅
し
、

近
代
に
な

っ
て
よ
う
や
く
復
活
し
た
。
絶
対
王
制
を
批
判
し
、
民
主
制
を
導

い
た
先
駆
者
が
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。

ロ
ッ
ク
は
、
『
統
治
二
論
』
(
一
六
八
九
年
)

の
第

一
篤
で
、
王
権
神
授
説
に
基
づ
く
絶
対
王
制
を
擁
護
し
た
フ
ィ
ル

マ
ー

の

『家
父
長
制
』
の
議
論
を
逐
一
反
駁
し
、
第
二
篇
で
、
統
治
権
力
の
チ

ェ
ッ

ク
を
可
能
に
す
る
、
絶
対
王
制
に
代
わ
る
統
治
形
態
を
提
唱
し
た
。
日
本
で

ロ
ッ
ク
の
こ

の
書
物
が
翻
訳
出
版
さ
れ
た
の
は
、
戦
後
(
一
九
四
八
年
)
に

な
っ
て
初
め
て
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

第

一
篇
も
含
む
全
訳
が
出
版
さ
れ
た
の

は、

一
九
九
七
年
で
あ
る
。

戦
前
に
は
、
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想
は
ほ
と
ん
ど
看
過
な
い
し
無
視
さ
れ
て

き
た
と
い

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
韮
工
。

絶
対
王
制
か
立
憲
王
制
か
を
区
別
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す
る
ロ
ッ
ク
の
基
準
が
、
私
見
で
は
、
ま
さ
に
民
主
主
義
と
両
立
す
る
王
制

か
否
か
の
重
要
な
判
定
基
準
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
基
準
に
よ
れ
ば
、

明
治
憲
法
体
制
下

(
一
八
九

0
1
一
九
四
五
年
)
の
天
皇
制
が
、
民
主
主
義

と
両
立
し
な
い
前
者
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
今
日
に
お
い
て
も
、
保
守
派
の
政
治
指
導
者
か
ら
、
戦
前
の
天
皇
制
が

後
者
の
立
憲
王
制
で
あ
っ
た
旨
の
発
言
が
な
さ
れ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
戦
前
の

「
日
本
で
は
、
フ
ィ
ル
マ
l
説
に
酷
似
す
る
説
が
提
唱

さ
れ
、
そ
の
説
が
す
べ
て
の
大
学
教
授
や
学
校
の
先
生
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
韮
Z
o
因
み
に
、
鎌
倉
時
代
か
ら
江

戸
時
代
ま
で
の
統
治
形
態
は
、
ハ
1

バ
l
ト
・

ノ
l
マ
ン
の
的
確
な
用
語
に

よ
れ
ば
、
「
世
襲
的
軍
事
独
裁
制
し
で
あ

っ
た
蓮
2
0

さ
て
、
戦
前
の

「愛
国
心
」
の
中
心
概
念
は
、
忠
君
愛
国
で
あ
り
、
軍
人

勅
諭
(
一
八
八
二
年
)
と
教
育
勅
語
(
一
八
九
O
年
)
に
よ
っ
て
、
忠
君
愛

国
、
忠
と
孝
、
滅
私
奉
公
等
が
臣
民
に
徹
底
的
に
植
え
付
け
ら
れ
、
学
校
に

お
い
て
ご
真
影
礼
拝
が
強
制
さ
れ
た
。
戦
前
に
あ
っ
て
は
、
も
し
戦
争
批
判

や
天
皇
制
批
判
を
公
言
し
よ
う
も
の
な
ら
、
「
国
賊
」
、

「売
国
奴
」
、
「
非
国

民
」
と
し
て
抑
圧
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
抑
圧
に
は
、
不
敬
罪

(
一
八
八

0
1
一
九
四
七
年
)
の
果
た
す
役
割
が
大
で
あ
っ
た
。
ラ
ッ
セ
ル

は

「
一
八
六
八
年
以
後
、
天
皇
が
天
照
大
神
の
子
孫
で
あ
り
、
日
本
が
世
界

の
ど
こ
よ
り
も
先
に
創
造
さ
れ
た
こ
と
を
日
本
人
は
教
え
込
ま
れ
た
。
学
問

的
著
作
に
お
い
て
で
す
ら
、
こ
の
教
義
に
疑
問
を
投
げ
か
け
た
大
学
教
授
は
、

日
本
人
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
〔
非
国
民
〕
と
し
て
免
職
さ
せ
ら
れ
た
」
こ
と

も
指
摘
し
て
い
る
2
1
。

30 

「
愛
国
心
」
概
念
の
転
換

英
語
で
は
、
愛
国
心
に
相
当
す
る
一
一言
葉
が
少
な
く
と
も
三
つ
あ
り
、

ロ同丘
O
目白ロ
回目
・
口
町
田
5
5
5
B
-
同

}mw仲
『

Hot
回目
で
あ
る
。
ロ
mwpoロ
色
段
目
と

は、

「自
国

(g
cロ
可
ち
が
他
国
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
感
情
」
を
意

味
し
、
自
国
優
越
主
義
、
国
家
主
義
と
結
び
つ
き
ゃ
す
い
。
ロ
E
5
5
Z
B

と
い
う
の
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
熱
狂
的
な
崇
拝
者
、
ニ
コ
ラ
ス
・

シ
ヨ

ヴ
ァ
ン
に
由
来
し
、
「
自
国
が
他
の
ど
の
国
よ
り
も
最
も
優
れ
て
い
る
と
い

う
攻
撃
的
で
非
合
理
な
信
念
」
を
意
味
し
、
好
戦
的
愛
国
主
義
、
軍
国
主
義
、

帝
国
主
義
と
結
び
つ
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
句
宮
白
I

較
な
し
に
単
純
に
「
国
を
愛
す
る
」
の
意
此
味
叩
で
あ
つ
て
、
そ
の
愛
し
方
は
自

然
的
・
自
発
的
で
、
ま
た
個
々
人
に
よ

っ
て
多
様
な
愛
し
方
が
あ
り
、
し
か

も
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。
尚、

8
ロ
己
ミ
は
国

(家
)
と

は
限
ら
な
い
。
明
治
に
作
ら
れ
た
日
本
の

「愛
国
心
」
概
念
は
、

自
国
優
越

主
義
、
国
家
主
義
、
好
戦
的
愛
国
主
義
、

軍
国
主
義
、
帝
国
主
義
と
結
び
つ

い
て
い
た
た
め
、
匂
宮
由
i

な
る
に
も
か
か
わ
有
ら
り
ず
、
今
日
で
も

「愛
国
心
・
愛
郷
心
」
と
い
う
こ
の
言

葉
を
用
い
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

冒
頭
で
も
述
べ
た
が
、
「
愛
国
心
」
概
念
が
法
律
に
記
載
さ
れ
な
け
れ
ば
、

「
愛
国
心
」
な
ど
は
重
要
な
問
題
で
は
な
か

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
新
た
な
教

育
基
本
法
施
行
で
事
態
が
一
変
し
た
。
「愛
国
心
」
概
念
を
各
人
が
熟
慮
し
、

権
力
に
対
し
て
抵
抗
で
き
る
よ
う
な
自
分
な
り
の
見
解
を
も
っ
必
要
が
生
ま

れ
た
の
で
あ
る
。
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そ
こ
で
、
筆
者
自
身
が
愛
国
者
(
官
三
コ
o
C
と
み
な
す
例
を
挙
げ
る
こ

と
に
よ

っ
て、

「愛
国
心
」
概
念
の
転
換
を
示
唆
し
た
い
と
思
う
。
エ
レ
ミ

ヤ

(前
七

1
六
世
紀
)、
ラ

ッ
セ
ル

(一

八
七
二
1
一
九
七

O
年
)
、
そ
し
て

ア
1
レ
ン
・
ワ
タ
ダ
で
あ
る
蓮
豆
。

『
聖
書
』

に
登
場
す
る
エ
レ
ミ
ヤ
は
、
故
国
、
南
王
国
ユ
ダ
の
人
び
と
が

悪
に
走
っ

た
た
め
、
神
の
罰
と
し
て
ユ
タ
が
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
滅
ほ
さ
れ
る
と

い
う
預
言
に
よ
り
、

王
か
ら
も
民
衆
か
ら
も
疎
ま
れ
四
面
楚
歌
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る。

さ
ら
に
、
時
の
玉
、
ゼ
デ
キ
ヤ
が
バ
ビ
ロ
ン
に
連
行
さ
れ
る
と

い
う
最
悪
の
預
言
を
行

っ
た
の
で
、
ゼ
デ
キ
ヤ
に
よ
っ
て
逮
捕
・
拘
留
さ
れ
、

危
う
く
死
刑
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

(
エ
レ
ミ
ヤ
と
同
様
の
預
言
を
し
た

預
言
者
ウ
リ
ヤ
は
、
ヨ
ヤ
キ
ム
王
に
よ

っ
て
実
際
に
殺
害
さ
れ
て
い
る
)。

ま
た

『
聖
書
』
の
記
述
で
は
、
事
後
的
に

「偽
の
預
言
者
」
と
さ
れ
る
ハ
ナ

ン
ヤ
と
の
対
決
場
面
で
も
、
民
衆
は
ハ
ナ
ン
ヤ
を
支
持
し
、
エ
レ
ミ
ヤ
は
そ

の
時
点
で
は
敗
北
し
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ユ
ダ
ヤ
的
伝
統

で
は
、
預
言
者
エ
レ
ミ
ヤ
こ
そ
が

「愛
国
者
」
だ
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

先
に
日
本
へ

の
評
言
で
引
用
し
た
ラ

ッ
セ
ル
は
、
第

一
次
世
界
大
戦
中
、

徹
底
的
な
非
戦
論
を
主
張
し
て
、
良
心
的
異
議
申
立
者
と
な
り
、
そ
の
結
果
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
教
授
職
を
追
わ
れ
、
投
獄
さ
れ
た
。
冒
頭
に
引
用
し
た
ポ

パ
1

の
弟
子
、
ア
ガ
シ
は
、
ラ
ッ
セ
ル
に
つ
い
て
、
か
れ
は

「愛
国
的
な
感

情
を
け

っ
し
て
表
明
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
愛
国
者
(
官
許
可
H
O
乙
で
あ
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
産
主
。

最
近
の
事
例
で
は
、
ァ
l
レ
ン
・
ワ
タ
ダ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

か
れ
は
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
の
陸
軍
中
尉
で
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
反
対
し
、
良

心
的
不
服
従
を
貫
き
、
兵
役
を
拒
否
し
た
人
物
で
あ
る
。
か
れ
は
、
「
違
法
な

戦
争
に
異
を
唱
え
る
の
は
、
憲
法
に
の
っ
と
っ
た
米
国
人
の
義
務
で
、
愛
国
、

忠
誠
心
の
発
露
だ
」
と
記
者
会
見
で
発
言
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
草
Z
。

ワ
タ
ダ
が

「愛
国
者
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
意

見
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
が
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
三
者
は
、
戦
前
の

「愛
国
心
」
概
念
か
ら
み
れ
ば
、

「愛
国
者
」
の

対
極
に
あ
る
人
物
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
か
れ
ら
こ
そ

「愛
国
者
」
と
し
て
認
め
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
戦
前
の

「愛
国

心
」
概
念
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
戦
前
の
忠
君

愛
国
と
い
う

「
愛
国
心
」

へ
の
反
発
か
ら
、
こ
れ
ま
で
知
識
人
の
間
で
は

「愛
国
心
」
概
念
を
全
面
的
に
拒
絶
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
こ
と

が
か
え
っ
て
、
明
治
に
作
ら
れ
た

「愛
国
心
」
概
念
を
温
存
さ
せ
る
結
果
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「我
が
国
と
郷
土
を
愛
す
る
」
と
い
う
表
現
の

「愛
国
心
」
が
教
育
基
本

法
に
盛
り
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
戦
前
の

「
愛
国
心
」
と
は
ま
っ
た

く
異
な
る

「
愛
国
心
」
の
概
念
を
、
日
本
と
い
う
政
治
社
会

Go--ts-

g円ぽ許可
)(注8
v

に
属
す
る
人
び
と
が
議
論
を
通
し
て
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
概
念
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
新
た
な

「愛
国
心
」
概
念
に
基
づ
く
愛
国
者
と
は
、

「権
力
を
恐
れ
、
そ
れ
に
こ
び
へ

つ
ら
い
迎
合
し
、
特
に
掲
げ
た
く
も
な
い
の
に
日
の
丸
を
掲
げ
た
り
、
あ
ま

り
歌
い
た
く
も
な
い
の
に
君
が
代
を
歌
っ
た
り
す
る
人
間
な
ど
で
は
な
く
、

自
分
の
良
心
に
照
ら
し
て
正
し
い
と
判
断
す
る
道
を
歩
む
人
問
、
現
状
維
持
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の
怠
惰
な
心
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
日
本
社
会
の
諸
問
題
を
把
握
し
勇
気
を

も
っ
て
改
善
を
試
み
、
さ
ら
に
は
、
世
界
を
よ
り
良
き
世
界
に
し
よ
う
と
努

力
す
る
人
間
」
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
ま
旦

。

〈
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献
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」

(
一
ム
ハ
八
九
年
)、
柏
書
房
、
一
九
九
七
年

(フ
ィ

ル
マ
l
の

『
家
父
長
制
』
第

一
章
も
訳
出
)。

F
3
3
E
Eg
o--‘
包
氏
。
ミ
ミ
モ
虫
な
2
3NMCMGEH-
問
。
ロ
寄
与
問。
e

-
u
u
ω
(
-
-
w「
ω什
百

C
F
-
E
F
o
ι
-申
品
目
)

ハ
1

ハ
1
ト
・
ノ
l
マ
ン
、
「
日
本
に
お
け
る
近
代
国
家
の
成
立
」、
『
ハ
l
ハ
ー

ト
・
ノ
l
マ
ン
全
集
』
、
第
一
巻
、
岩
波
書
底
、

一
九
七
七
年
。

「エ

レ
ミ
ヤ
書
」、
『
新
共
同
訳
聖
書
』
、
日
本
聖
書
協
会
。

LC印。目
U
F

〉同
ωω
巴
也
、
吋
}
出
口

ocopo町
三
回
。
ョ
。
門
目
。
「
ロ
ロ
m
W
C
O
コ・
ω
S
S
T
O
甘口。「

百戸〔
日
ロ
ω
C
O
ロ
mw
一E
E
-
~
uohu可。』吉町

。可
。b
h
w
o白
色
、
お
』
、
件
。
h
:
h
く
円
、
て
E
B屯

閉
山

O
C
己
宣
μ
向
。
-
戸
也
市
山
由

〈注〉(1
)
 
田
中
治
は
、

「
明
治
啓
蒙
期
の
思
想
家
た
ち
は
、
。
自
由
主
義
の
源
泉

と
な

っ
た
十
七

・
十
八
世
紀
の
古
典
的
な
人
権
思
想
の
原
理
ま
で
遡

っ
て

研
究
し
て
い
な
か
っ
た
」
と
喝
破
し
て
い
る
。
「
近
代
日
本
と
リ
ベ
ラ
リ

ズ
ム
』
、
岩
波
書
底
、

一
九
九
三
年
、
八
ペ
ー
ジ
。

(2
)
同
に
ωω
⑦
=
-
司
印
由
∞

(3
)

ノ
!
?
ン
、
三
十
三
ペ

ー
ジ
。

(4)
河
口
ωω
己

ケ

目

-
N申

(5)

内
村
鑑
三
(
一
八
六
一

1
一
九
三
O
年
)
も
取
り
上
げ
る
べ
き
な
の
だ

が
、
取
り
上
げ
る
と
書
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
字
数
制
限
の
た
め
果
た
せ

な
か

っ
た
。
内
村
鑑
三
小
選
集

『愛
国
心
を
め
ぐ
っ
て
』
が
便
利
で
あ
る
。

ま
た
、
現
代
ア
ジ
ア
に
お
け
る

「愛
国
者
」
の
事
例
と
し
て
は
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
の
ア
ウ
ン
サ
ン
・
ス
i
・
チ
ー
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

(
6
)
〉
問
自
由
Y
HU

H

S

こ
の
論
文
の
中
.で
は
、

E
ロ
0
5
5戸
内E
55
E戸

3Hコ
0
5
5
の
比
較
検
討
も
行
わ
れ
て
い
る
。
世
界
平
和
や
普
遍
的
価

値
を
追
求
す
る
ラ
ッ
セ
ル
の
よ
う
な
人
物
は
、
自
分
で
は
「
愛
国
者
」
を

標
傍
し
な
い
ど
こ
ろ
か
、
「
愛
国
心
」
を
批
判
し
て
も
い
る
が
、
そ
の
よ

う
な
人
物
こ
そ
、

「愛
国
者
」
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
、
「愛
国

者
」
を
自
称
し
た
り
、
「
愛
国
心
」
を
他
者
に
強
要
し
た
り
す
る
者
に
は

答
戒
が
必
要
な
の
だ
。

(7
)
「
秋
田
さ
き
が
け
」
、
二

O
O六
年
十
二
月
十
四
日
、
木
曜
日
、

夕
刊
、
二

面。

(
8
)

ロ
ッ
ク
の
用
語
。
か
れ
は
、
政
治
社
会
(
旬。

-
E
E一
8
2
2三
と

市
民

社
会

合
E
-
8
2め許可
)
を
同
列
に
扱
っ
て
論
じ
て
い
る
。
政
治
社
会
の
成

員
と
は
、
国
籍
は
問
わ
ず
そ
の
社
会
で
生
活
す
る
人
間
、
市
民

(口

E
N
S
)

で
あ
る
。
注
9
の
指
摘
と
も
関
連
す
る
。

(
9
)

こ
の
よ
う
な
「
愛
国
者
」
に
は
、
国
籍
は
問
わ
れ
な
い
。
日
本
に
住
む
朝

鮮
系
住
民
、
中
国
系
住
民
等
の
中
に
も
そ
の
よ
う
な
「
愛
国
者
」
は
少
な

か
ら
ず
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
私
は
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の

「愛

国
者
」
と
は
ほ
ど
速
い
し
、
そ
の
力
量
も
な
い
。
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